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　著者の1六中川はさきにE2群の菌株がすべてlysogenic
であり，これらから得kL　phagesがEi群の菌に感染して，
これをlysogenizeするとともに同時にその0抗原に3，10
→3，15の変換が起ること，またE1群の菌株にすべてphage
に対し感受性があることを報じたが1），3），ここでは上記の
phage感染と抗原変換が極めて密接な関係にあることを示
す実験成績をのべる。
　　　　　　　　　　賓験材料
　菌株，．免疫血清，phageの．とり方，溶二二数計算，　lyso－
genicityの検査等すべて前報に同じである1）。方法はそれ
ぞれの項でのべる。　、
　　　　　　　　　　賞駿成績
　1）PhageとE1群菌細胞の接鯛時間：S．　canogaか
ら得たphageをS．　anatumを用いて増強し，このphages
とS．anatum或いはS．　butantanとを混合し，1分後直．
ちに塞天平板培地に塗抹培養し，翌日生じた集落について
抗原変換をしらべてみるとS．anat㎜，　S．　butantan何れ
の場合にも20箇の集落中少なくも1箇以上の割で0抗原
が3，15に変換している（抗10因子血清に擬回せず，15因
子血清に凝集する）集落が見出された。
　phageと菌細胞の接触が極めて短時聞にすぎないのに，
相当多数の抗原変換集落が証明されるということは，この
抗原変換が，phageにより誘導されたものであってspon一
taneous　mu七antがphageにより選択されたものではな
いことを示すものといえよう。
　なおこの実験に際して，一つの珍らしい現象に気がつい
た。それは生じた集落の中に半透明の集落（母細胞の集落
よりもより透明である）がかなり多数見出される。しかも
この集落をスライド凝集でしらべると15因子血清で擬集
するということである。この集落を見付けることは抗原変
換をしらべる上に極めて能率的で便利のように思われる。
そこでこの集落の性状をも少し分析したのであるが，それ
は本筋をはずれるので3）でのべることにする。
　2）抗原変換を起す細胞の割合：spontaneous　muta－
tionにより生ずるmutantは一般的には10『6～10－s位と
計算されている場合が多い。抗原：変換株がspontaneous
mutantならこの程度の割に生ずるであろうことが予想さ
れるが，また前項の実験から予想されるようva　10－6～10－8
からは遙かにかけはなれた高い率で証明されるのなら，
spontaneous　mutantがphageにより選択されて残った
のではないということになろう。
　そこでE1群の菌細胞の中，どの位の割の細胞が抗原変
’換をうけるかをしらべてみた。この割合をしらべるには
phageと細胞の接触が1分間では爾後の実験操作の上から
正確を期しがたいので，接触時聞を30分とした。
　即ちS．anatumの20時間塞天培養を食塩水浮游液とし，
これにph・g・・（S・・an・9・からtsて，　S．・an・t・mで増強し
たもの）を，菌細胞対phageの割が1：5の割になるよう｝⊂
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Table　1．　Rat’e　oj’　phage－sensitive　and　antigenicalJy　altered　cells
Active　phage　（5×　10S　particles／ml）
　　　　　　　十　　S．　anatum　（10S　qe11s！ml）
Heat－inactivated　phage
　　（same　as　asove）
　　　　　十S．　anatum　（same　as　above）
Dilu七ion
．1　：　lo4
1　：　105
1　：　loe
1　：　loT
Total　No．
of　eolonies
416
40
104
7
No．　of　trans－
lucent　colonies
20　・
2
o
　No．　of　altered
eolonies　among　50
non－translucent
　　colonies
33
21
o
﹇
o
o
The　phage　partic！es　（from　S．　canoga）　and　the　Ei　group　cells　（20－hour－old　agar　culture　of
S．　anatum）　were　rnixed　ih　test　tube，　kept　at　room　temperature　for　30　minutes，　and　plated
out　on　agar　plates．
混合し，30分室温においてから寒天平板培地に塗抹して生
ずる集落の数と，抗原変換をおこした集落の数とをしらべ
た。対照にはphage浮游液を100℃30分加熱しphage
を不活性化したものを加えたものをおいた。その成績が
Table　1である。
　即ちphageを不活性化したものでは，10r稀釈で104
箇の集落が生じているのに活性phageを加え．た方では105．
稀釈で40箇しか集落が出来なかった。即ち約4％の菌が
生残り96％は溶菌をうけたことになる。
　また盛挙不活性化phageを加えた方では透明集落，抗
原変換集落も見出されなかったが，活性’phageを加えた方
には半透明集落が約5％の割に．混在し，これは15因子血
清で凝集した。
　半透明でない集落だけについてしらべてみると約40～
60％のものが15因子血清で凝集し，10因子血清に凝集し
ない。　　　　　　　」
　即ち半透明でない集落だけについてしらべてみても，少．
なくも使用乱数の約2～3％の細胞が抗原変換をうけたこ
とになる。この数字は，相当高い割合であって，mutant’
が選択されたものとは受取り．がたい。もしspontaneous
mutan七がこの位多数含まれているなら，活性phageを加
えぬ方にも抗原変換集落が証明されてもよさそうであるが
実際は証明されていないのである。
　家に抗原変換を起してない集落はphageに対して完全
lC抵抗性をもつた細胞なのであろうか？　かかる集落を任
意に50箇ひろって純培養し，これをそれぞれ2本のブイ
ヨンに移植し，且つその1本の方にだけS．canogaから得
たphageを加えて培養し，37　C　20時聞旧それぞれの試験
管の瀕濁度を比べてみた。澗濁度は光電比色計（島津DF－
II型）を用い，波長510　mμを用いた。
　その成績がTable　2であって，ζれによるとpbageを加
えた方めブイヨン培養の方が明らかに凋濁度が低く，換言
すればphageの溶菌作用をうけたことが知られる。即ち
S．canogaのphageに対してlysogenicにはなっていな
いし，またこのphageに対して抵抗性をもつたわけでも
ないことが知られる。七emperate　phageを細菌に作用さ
せた場合菌細胞がlysogenizeされるかどうかは菌細胞の
生理酌条件により左右されるという（Lieb，1953＞。従って
phageの吸着をうけてもIysogenizeされなかった細胞で
あろうと推定される。
　3）孚透明集落の分析：S，ana七umとS．　canogaの
phageとを細胞対phage粒子の割合をlt5の割に混合し，
室温に30分おいてから寒天平板に塗抹し，翌日．生じた．半
透明集落中任意の5箇をえらび，これを直ちに抄しい寒天
平板培地に塗抹し，その翌日生じた集落を因子血清でしら
Table　Z．　・Sensitivzty　of　Non－altered　Colonies
　　　／to　EL，　Bacteriop．hage　（S．　cqnoga）
　　　IColonyl Cultured　in
?
?????????
1
34．1
41．0
39．9
37．1
35．6
34．0
37．9
33．5
30．9
34．8
Broth
34．2
40．8
40．0
37．5
35．2
34．0
37．0
33．2
31．0
34．8
34．0
40．8
39．5
36．9
35．0
33．8
36．9
33．0
30．0
34．0
Phage　eontaining
　　　broth
53．2
56．2
58．9
53．5
51．8
53．0
50．0
52．9
57．7
57．2
53．0
55．2
57．5
54．0
51．2
51．5
50．0
53．2
57．5
57．0
52．8
55．8
57．5
55．0
51．0
51．2
49．0
52．2
58．0
57．5
After　incubating　at　37“C　for　20　hours，　turbidity
of　the　eultures　was　determined　by　photoeleetrie
whorimeter　（Shimazu　DF－II）　at　a　wave　length・at
510　mpt　Figures　indicate　transmi，ssion’　pereentage
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Table　3．　Analysts　of　Transtucent　Colonies　（1）
Colony　No．No．　of　colonies　　tested
pt．．o．li」gtg－gg！gpigf　colonies　agglutinated　by．
anti－15　serum　1　anti－10　serum
ー????? ????????「? ???????
???
??????????
?←「?
presenee　o．f　translucent
　　　　coloni　es
?????
Table　4．　Analyst’s　of　7’ransJzecent　cotonies　（II）
Colony　No．
No．　of　colonies
Mixed　with　　　　　　i　Total　No．
1
Phage
Saline
143
139
Average　No．
　per　plate
1Total　No．　of　trans－
　lucent　colonies　on
　　　5　plates
28．6
27．8 1
No．　of　colonies
agglutinated　by
anti－15　serum　1　anti－10　serum
21 29
2 PhageSaline
153
583
30．6
117 5 45
べた。この際再び少数の半透明集落が生じてくるが，それ
は血清学的検査から除外した。かくて半透明でない集落だ
けでの検査虚宿がTable　3の数字である。即ち半透明集落
は前述のように15因子血清で凝集するけれども，これを
もう一度塗抹した場合に生ずる集落の中には15因子1血清
に凝集するものと，せぬもの（10因子血清で凝集する）とが
現われる。且つその割合は集落によりかなり大き’なひらき
があることも知られる。
　即ちこの成績から見ると半透明集落を形成する細胞は，
homogeneousでなくてheterogeneousであり，且つその
混合の割合も一定でないことが知られる。
　そこで：Aijvaこれをさらに別の面から確かめるべく，半透
明集落を食塩水で菌浮游液とし，これにS．canogaの
phageを加え（三三と加えたphage粒子の割が大体1二5
になるよう），室温に30分おいてから寒天平板培地に塗抹
した。一方対照としてはphage浮游液の代りに食塩水を
加えたものをおき，同様に処置して比較した。その成績が
Table　4である。
　ここでも再び，抗原変換を起している細胞と起していな
い細胞とが混っていることが観察された（各対照について
の成績を見よ〉。また他方，phageを加えた方と加えぬ方と
を比較して生ずる集落数が前者の方に少ない例はphage
の溶菌をうける細胞も混じていることを示すものであろ
う。これは抗原変換をおこさず，且つphageに感受性の
ある細胞の混じているという所見と符合するものである。
なおphageを加えても集落数が減らぬ場合もあり，また
滅ってもその程度が区々であるが，これは半透明集落申に
もphagesが混じており且つその量が一定でないためであ
ろうか。
結 論
　S・c呂nogaから得たphageをS．　anat㎜に作用させた
揚合におこる抗原変換は，phageと菌との接触時間が極め
て短かくても起ること，また極めて多数（使用細胞の約2
～3％）の細胞に抗原変換がおこるということから，spon－
taneous　mutantがphageにより選択されて残ったので
はなくて，phageが細胞に作用することにより起つたので
あると考えられる。
　なおphageと細胞を短時間接触させた場合に半透明の
特殊な集落の発生を見るが，これは少なくもphage感受
性細胞と抗原変換を起した細胞との混ざりから成立ってい
る。　　　　　　　　　　　　　（昭和30．6．14受付）
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Summary
　　　Antigenic　conversion　from　3，10　to　3，15　were　observed　after　a　mere　one　minute
exposure　of　Ei　cells　（S．　anatum）　to　E2　．　phages　which　were　obtained　from　S．　canoga　and
propagated　on　S．　anatum．　，
　　　VV　hen　cells　of　S．　anatum　and　phage　particles　of　S．　canoga　were　mixed　at　the　rate
of　1　to　5，　kept　at　room　temperature　for　30　minutes　and　plated　out　on　agar　plates，　ap－
p：roximately　2　to　3　per　cent　of　the　cells　seeded　were　found　to　be　converted　antigenically
from　3，10　to　3，15，　and　approximately　95　per　cent　were　killed　by　phages．　Antigenically
altered　cells，　possessing　antigenic　structure　of　3，15，　were　confirmed　to　be　lysogenized　by
the．phages．
　　　The　above　findings　indicate　that　the　antigenic　conversion　from　3，10　to　3，15　is　of
phage：induced　nature，　not　being　a　result　of　selection　by　phage　of　phage－resistant．　mu’tant
cells．　，
　　　As　an　additional　observation，　it　was　noted　that　translucent　colonies　appeared　when
Ei　cells　were　plated　out　after　short　exposures　to　phages．　The　said　colonies　were　found
to　cQnsist　of　antigenically　converted　cells　and　phage－susceptible　cells．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　June　14，　1955）
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